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この度は、「スタイルアート  羽目板タイプ」をお買い上げ頂きまして、ありがとうございます。この説明書には、
弊社製品を長期間安全に使えるよう施工するために、またトラブルのない確実な施工をしていただくために、以下
のことを必ずお守りください。

危険定義とシンボルマーク
取扱いを誤った場合、使用者が障害を負う危険がある場合および
物的損害のみの発生が想定される場合注 意

注 意 必ずお守りいただきたいこと
【施工上の注意】 ・ 加工するときには加工工具の注意事項を守って、安全に作業してください。必要に応じて防塵マス

ク、保護手袋、眼鏡を着用してください。
 ・ 水のかかる場所、湿気の多い場所への施工は避けてください。
 ・ 玄関等に施工する場合には水がかからないよう、たたきから100mm以上上げてご使用ください。
 ・ 内装制限を受ける場所には施工できません。不燃・準不燃・難燃には適合していません。
 ・ 接着剤が硬化するまでは強い衝撃を与えたり、水がかからないようにしてください。
 ・ 一般木造住宅用の内装材です。RC造への施工は避けてください。
 ・ 年月を経るにしたがって、紫外線を吸収し、変色することがあります。あらかじめご了承ください。
 ・ 長尺製品ですので必ず2名以上で施工してください。
 ・ 下地として、9mm以上の合板、または9.5mm以上の石膏ボードを捨て張りしてください。
【廃棄上の注意】 ・ 本製品を廃棄するときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従い、「廃プラスチック類」と

「木くず」の混載物として適正に処理してください。詳細は各自治体にご確認ください。

施工説明書 「施工業者様へのお願い」
弊社では、お施主様が製品を安全に正しくご使用いただくためのお願い事項やお手入れ
方法などの重要な内容を記載した「取扱説明書」を添付しております。必ず、お施主様
に手渡していただきますようお願いします。
（取扱説明書は弊社HP https://www.daiken.jp/よりダウンロードも可能です）

スタイルアート
羽目板タイプ

施工説明書
施工業者様用
P.1～3

取扱説明書
お施主様
P.4

仕　様

部材形状

製品形状

部材仕様

巾木

L=4000mm L=2730mm

入隅

L=2730mm

出隅

L=4000mm

回り縁

L=2730・4000mm

見切

サ　イ　ズ：9mm厚さ、151.5×4,000mm
梱包・入数：ダンボールケース6枚（3.63m2）入り
基　　　材：MDF
表 面 化 粧：コート紙貼り
縁　加　工：〈長辺〉本実底目地加工

〈短辺〉切り放し
ホルムアルデヒド規制：（一社）日本建材・住宅設備産業協会（F☆☆☆☆）

梱包・入数：〈巾木・見切〉ダンボールケース2本入り
〈入隅・出隅・回り縁〉ダンボールケース1本入り

基　　　材：MDF
表 面 化 粧：コート紙貼り
ホルムアルデヒド規制：規制対象外部位製品（F☆☆☆☆）
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張り方向

張り始め天井材 張り終り天井材
カット

カット

（張り終りのパネルのカット）

（張り始めのパネルのカット）

センター割り

吊り木

野縁受
野縁

9mm以上の合板、または
9.5mm以上の石膏ボード

455

455

910mm

雌実部に直角にそわせます 雌実部へ押しやりながら
天井面へ上げる

150mm間隔でエアータッカー
を打ってください。

※この際、底目地の幅・ラインがきれいに通るように十分注意して取り付けてください。
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3. 施　工
●接着剤の塗布
接着剤は製品の裏面に線状塗布します（壁材施工の場合参照）。接着剤は変成シリコーン系「スピーデ
ル工法用接着剤」を使用してください。
●張り始めの製品の雄実側（回り縁で隠れる部分）に釘打ちし雌実側をエアータッカーで止め付けます。
釘またはステープル（肩巾4mm以上、長さ19mm以上）は下地材まで届く長さのものを使用し、
150mm間隔以下で雌実の下部分に施工してください。
●施工済の製品の雌実に次の製品の雄実の挿入を図のように行ないます。

天井材として施工する場合

1. 下地施工
　吊木は910mmピッチで野縁受は910mm間隔、野縁を
455mm間隔にし、9mm以上の合板、または9.5mm以上の
石膏ボードを捨て張りしてください。野縁は18×45mm以上
のよく乾燥した、まっすぐな材料にプレーナー掛けしたものを
使用し、不陸、目違いのないように取り付けてください。野縁
の位置に墨出しを行い、釘止めできるようにしてください。又、
9mm以上の合板、または9.5mm以上の石膏ボードの目地と
仕上げ材の目地が重ならないように割り付けてください。

●張り終りの製品を割付けに従ってカットします。雄実
を挿入し、カットした雌実側（回り縁で隠れる部分）
を釘止めします。
●回り縁は後付けとしてください。

2. 割り付け
　センター割り付けにて施工してください。

回り縁回り縁

釘 ステープル 釘野縁

9mm以上の合板、または
9.5mm以上の石膏ボード

（製品裏面）

9mm以上の合板、または
9.5mm以上の石膏ボード

木胴縁

1. 下地施工
　横張りの場合は、縦胴縁を、縦張りの場合は横胴縁を、いずれの場合も胴縁間隔を455mmとし、9mm
以上の合板、または9.5mm以上の石膏ボードを捨て張りして下地としてください。下地に不陸のないように
施工してください。柱、間柱、胴縁の位置に墨出しを行い、釘止めできるようにしてください。
※捨て張りのない場合、柱や胴縁の含水率や壁内の湿度の影響で変色などが発生する恐れがあります。

2. 割り付け
　専用部材との納まりを良くするため、壁面センター割り付けによる施工をお勧めします。短辺部は実
加工がされておりませんので、長さ4m以上の部位に施工する場合は、突き付け目地が目立たない位置
にくるように割り付けてください。

3. 施　工
　施工は、必ず釘もしくはステープル（肩巾4mm以上、長さ19mm以上）と変成シリコーン系「ス
ピーデル工法用接着剤」を併用して行ってください。
釘もしくはステープル（肩巾4mm以上、長さ19mm以上）は、下地材まで届く長さのものを使用し
300mm間隔以下で雌実の下部分に施工してください。接着剤は製品裏面へ線状に塗布してください。
横張りの場合は、雄実側を下側にして下から張り上げ施工してください。縦張りの場合は、雄実を左側
にして左から施工してください。割り付けに従って、張り始めの雄実側をカットしてください。入隅、
出隅部はその部分より張り始めてください。専用施工部材はフィニッシュネイルと接着剤（変成シリ
コーン系「スピーデル工法用接着剤」）を併用にて施工してください。

※接着剤の口径は8mmとしてください。
※接着剤使用量の目安（1m2当たり、約1本）

壁材として施工する場合

釘打ち位置 接着剤塗布位置

455

柱 縦胴縁 柱

455

9mm以上の合板、
または

9.5mm以上の
石膏ボード

回り縁

見切

巾木
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取扱説明書

お手入れ・諸注意
・日常のお手入れは、乾いた布で乾拭きし、濡れ雑巾でのお手入れはお避けください。
・汚れのひどい時の掃除には、固くしぼった濡れ雑巾を用いてください。
・万一水がかかった場合は、速やかに乾いた布で拭き取ってください。
・湿気が多いとカビ等の発生が考えられますので、換気を良くしてください。
・クレヨン、マジックなどによる落書きには、シンナー又は染抜き用ベンジンを含ませた布で手早く拭き
取ってください（シンナー等を塗ったまま放置しないでください）。

受付時間：平日9:00～17:00
（土・日・祝日・年末年始・お盆は休みとなります。）

製品に関するご相談は…
製品全般に関するご相談は
お客様センター

https://www.daiken.jp/

2025年9月26日から
「DAIKEN株式会社」に改称します。

ユーザー登録サービス
ご登録いただいたお客様情報は、製品安全に関する大切
なお知らせや暮らしに役立つ情報を DAIKEN からご連
絡する際に、ご利用させていただきます。

/////////////////

ユーザー登録は無料です！！ 

登録はこちらから 
https://www.daiken.jp/qr/user/

250623−NJ−K15

DAIKEN製品の品質保証について
対象製品　
保証事項　外観上の著しい変形・変質（反り、ハガレ、中層ハクリ）が生じないこと

通常の環境下で、弊社の施工方法・取扱説明書に準じた正常な施工・使用がなされている状
態（前提条件）で上記事項を保証します。
なお、本内容は日本国内においてのみ有効です。
保証箇所・・・基材、表面

保証期間　施工完了後より2年間
保証期間とは、弊社製品の施工完了後に生じた、弊社の責任に起因する製品の不具合を無料
で処置する期間としております。保証期間を経過したものは有料となります。

免責事項　製品の不具合原因が次のような場合には、保証期間内であっても「有料扱い」になります。
①　建物の設計・施工に起因する原因
②　施工説明書に記載された方法以外の施工内容に起因する不具合
③　自然現象・周辺環境等（※1）の不可抗力に起因する結露、腐食、反り、割れまたはその他不具合
④　室内であっても部屋内外の温湿度差が著しく違う部位に取付けられたことによる隙間・反り・キシ
ミ音などの不具合

⑤　極端に乾湿を繰り返したり、著しく高温・多湿となる部位に取り付けられたことに起因する不具合
⑥　建物自体の変形、入居後における増改築や改修等に起因する不具合
⑦　入居者又は第三者の不適切な使用又は維持管理等に起因する不具合
⑧　取扱説明書記載事項から逸脱した使用に伴う、消耗、磨耗、破損、変形などによる不具合
⑨　経時変化による通常一般的な当該保証対象品の変褪色、汚れ、さび、かび、劣化磨耗などの不具合
⑩　用途外に使用された場合の故障および損害（例えば、一般家庭用を業務用に、屋内用を屋外に使用
された場合等）

⑪　犬・猫・鳥・鼠などの小動物の害に起因する不具合やキクイムシなどの虫害に起因する不具合
⑫　仕上げ面のキズなどの不具合で引渡し時に申し入れがなかった場合
⑬　保障期間経過後の申し出、または不具合発生後速やかに申し出がなかった場合
⑭　製造時に実用化されていた技術では予測することが不可能な事象に起因する場合
⑮　その他当該不具合の発生が弊社の責によらない場合
※1：火災・地震・水害・落雷などの天災地変や公害・塩害・ガス害や異常な高温・低温・多湿・過乾

燥などの周辺環境

スタイルアート　羽目板タイプ


